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問　
27
年
11
月
に
設
立
し
た

新
会
社
に
よ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
運
営

は
、
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

　
①
朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
、

６
分
間
隔
で
普
通
５
本
、
快

速
５
本
の
運
行
は
、
ダ
イ
ヤ

編
成
の
上
で
無
理
が
あ
り
、

安
全
運
行
に
問
題
が
生
じ
る

と
考
え
る
が
、
安
全
性
を
ど

の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か
。

　
②
Ｊ
Ｒ
・
東
武
宇
都
宮
線

へ
の
乗
り
入
れ
や
駅
西
側
の

建
設
、
大
谷
延
伸
な
ど
、
大

事
業
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
、

市
の
財
政
的
負
担
を
考
慮
す

る
と
、
中
止
す
べ
き
で
は
。

答　
①
ピ
ー
ク
時
の
運
行
間

隔
に
基
づ
き
、
交
通
管
理
者

と
協
議
・
調
整
し
、
交
通
円

滑
化
に
一
定
の
合
意
を
得
て

い
る
。
広
島
電
鉄
で
は
ピ
ー

ク
時
に
、
１
時
間
当
た
り
約

40
本
、
２
分
に
満
た
な
い
間

隔
で
運
行
す
る
な
ど
、
よ
り

頻
度
の
高
い
事
例
も
あ
り
、

十
分
実
現
が
可
能
で
あ
る
。

　
快
速
運
行
は
、
自
動
車
交

通
に
影
響
の
な
い
車
両
基
地

周
辺
な
ど
へ
の
追
越
施
設
の

整
備
や
信
号
等
を
用
い
た
保

安
設
備
の
整
備
な
ど
、
安
全

性
の
確
保
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
、
国
と
協
議
し
、
実
現

に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
形
成
を
支
え
る
、
総
合
的

な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
要
で
あ
り
、
必
要
不
可
欠

な
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
努

め
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

西
側
へ
の
延
伸
に
つ
い
て

も
、
段
階
的
に
取
り
組
む
。

宇賀神文雄
（社民党）

問　
平
石
地
区
で
は
、
市
が

提
案
す
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
ル
ー

ト
に
対
し
、
約
85
％
の
住
民

が
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。

　
11
月
17
日
の
説
明
会
で
、

市
側
は
ル
ー
ト
を
見
直
す
こ

と
は
困
難
と
の
見
解
を
示
し

た
が
、
工
夫
す
れ
ば
改
善
策

は
見
つ
か
る
は
ず
。
住
民
を

説
得
は
し
て
い
る
が
、
住
民

が
納
得
で
き
る
域
に
は
達
し

て
い
な
い
。
地
域
住
民
の
意

向
に
寄
り
添
う
こ
と
も
歩
み

寄
る
こ
と
も
し
な
い
計
画

は
、
市
民
合
意
を
得
た
計
画

と
は
言
え
な
い
。
市
長
は
民

意
を
退
け
て
ま
で
も
ル
ー
ト

案
の
変
更
を
す
る
意
思
が
な

い
の
か
聞
く
。

答　
27
年
９
月
に
平
石
地
区

か
ら
提
言
書
を
受
け
、
改
め

て
検
証
を
行
っ
た
結
果
、
提

言
の
ル
ー
ト
の
実
現
は
周
辺

交
通
へ
の
影
響
が
大
き
く
、

困
難
で
あ
る
こ
と
を
11
月
の

説
明
会
で
説
明
し
た
。

　
特
に
、
平
出
交
差
点
は
、

交
通
の
要
所
で
あ
り
、
交
通

の
円
滑
化
の
確
保
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
幹
線
道

路
の
混
雑
は
生
活
道
路
へ
の

自
動
車
の
流
入
を
招
き
、
安

全
性
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
提
示
し
た
ル
ー
ト
が

最
適
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
十
分
な
安
全

策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
や
、
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り

換
え
が
で
き
る
停
留
場
の
周

辺
整
備
な
ど
、
地
域
の
利
便

性
向
上
策
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
平
石
地
区

ル
ー
ト
見
直
し
を 郷間 康久

（統　一）

問　
24
年
の
厚
生
労
働
省
の

国
民
生
活
基
礎
調
査
で
は
、

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
貧

困
の
ラ
イ
ン
以
下
の
所
得
で

生
活
し
て
お
り
、
な
か
で
も

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

割
合
が
多
い
。
経
済
格
差
が

広
が
る
中
、
生
活
困
窮
の
課

題
を
抱
え
る
高
齢
者
へ
の
対

応
が
必
要
で
あ
る
。

　
高
齢
の
生
活
困
窮
者
は
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
制
度

や
機
関
を
知
ら
ず
、
自
ら
の

状
況
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

判
断
す
る
こ
と
も
難
し
い
状

況
で
あ
る
な
ど
、
様
々
な
理

由
か
ら
困
窮
し
た
状
態
で
あ

り
な
が
ら
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信

で
き
ず
に
い
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。

　
高
齢
の
生
活
困
窮
者
に
対

す
る
今
後
の
市
の
対
応
は
。

答　
支
援
が
必
要
な
高
齢
者

に
対
し
、
民
生
委
員
や
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

日
頃
か
ら
高
齢
者
が
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
活
困
窮
者
に
対

し
て
は
、
自
立
相
談
支
援
窓

口
で
様
々
な
相
談
を
受
け
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
に
繋つ

な

ぐ
な
ど
、

き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
後
と
も
、
引
き
続
き
自

立
相
談
支
援
窓
口
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
自
ら
援
助

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
に
は
、
庁
内
各
課
が
連
携

し
な
が
ら
、
関
係
機
関
か
ら

よ
り
多
く
の
情
報
を
把
握
し
、

必
要
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、

一
層
の
連
携
に
努
め
る
。

高
齢
の
生
活
困
窮
者
に

対
し
て
支
援
を

角田 充由 
（自民党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
計
画
（
市
民
合

意
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
選
択
肢
の
復
権
、
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
ほ
か
）

②
若
者
の
市
政
参
画
③
自
治
会
の

解
散
問
題
④
仮
称
第
２
次
市
文
化

振
興
基
本
計
画
の
策
定
等
⑤
山
下

川
の
改
修
計
画
⑥
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
市
と
の
友
好
都
市
締
結
⑦
平
出

工
業
団
地
の
環
境
汚
染
問
題

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
地
方
分

権
、
独
自
規
制
の
見
直
し
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

ほ
か
）
②
福
祉
政
策
（
介
護
離
職

を
減
ら
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組

み
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
ほ

か
）
③
医
療
政
策
（
在
宅
医
療
、

救
急
医
療
支
援
シ
ス
テ
ム
ほ
か
）

④
空
き
家
の
有
効
活
用

Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
・
運
営

課
題
あ
り
中
止
せ
よ

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
農
業

被
害
②
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
ほ
か
）
③
原

発
放
射
性
物
質
を
含
む
指
定
廃
棄

物
最
終
処
分
場
計
画
問
題
と
放
射

能
汚
染
④
戦
争
遺
跡
の
保
存
・
公

開
等
⑤
労
働
行
政
（
改
正
労
働
者

派
遣
法
ほ
か
）
⑥
社
会
資
本
の
整

備
（
市
道
の
整
備
ほ
か
）
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